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  １年間、ありがとうございました。 

校長 古賀 靖真 

春一番が２月１５日に吹きました。昨年よりも半月ほ

ど早かったようです。校庭では、白梅がきれいに咲き、

１年生の教室の前では、水耕栽培のヒヤシンスがいい香

りを廊下に漂わせています。春の気配はもうそこまで来

ているようです。 

先日、新１年生保護者会がありました。元気な新１年

生に会える４月が待ち遠しいです。 

さて今年も３月１１日がやってきます。２０１１（平

成２３年）３月１１日(金)１４時４６分頃に東北地方を

中心に、観測史上最大の「東北地方太平洋沖地震」が発

生しました。６年生が生まれる直前のことです。この

「東日本大震災」といわれた地震は、マグニチュード９．

０。最大震度７。死者約１万６千人。行方不明約２千５

百人という大災害となりました。東京でも、震度５とい

う大きな揺れを観測しました。被害者の大半が大津波に

のまれて亡くなりました。小学生の死者・行方不明者は

約３００人。宮城県の大川小学校では７４人の小学生が

津波にのまれて犠牲になりました。健在ならば立派に成

人していたであろうと思うと、苦しく、辛く、寒くそし

て、無念であったろうと心が痛みます。 

日本は地震大国です。今年の１月１日にも能登半島を

中心に大きな地震が起きました。正に「天災は忘れたこ

ろにやってくる」です。いつ大きな地震が起こっても不

思議ではありません。自分の命を守るのは自分なのです。

大災害が起こってから命の大切さを思うのではなく、普

段から一人一人が自分事として真剣に災害について考え、

生活するようにしたいものです。そして、３．１１を決

して忘れてはならないと強く思うのです。 

３月は、卒業関係行事や１年間のまとめで、あわただ

しく時が流れていきます。子供たちのために、最後まで

一日一日を大切にした教育活動に取り組んでいきます。

修了式・卒業式まで、よろしくお願いいたします。 

令和５年度、誠にありがとうございました。 

 

日  曜  

３ 月  の  行  事  予  定  

ＳＣ教育相談日(1、5、8、12、15) 

★朝ﾓｼﾞｭｰﾙ(3～6年)・朝学習(1・2年) 

朝

遊

び 

1 金  ゲーム集会  委員会活動   

2 土    

3 日    

4 月  
全校朝会  6年中学校体験入学       

４～6年 6時間授業  
 

5 火  ★   ○  

6 水  ★  4時間授業  

7 木  朝読書  6 年生を送る会  ○  

8 金  4 時間授業 図書集会  卒業を祝う会   

9 土    

10 日    

11 月  全校朝会 5時間授業 低学年4時間授業  

12 火  ★ 5時間授業 低学年4時間授業 ○  

13 水  ★  4時間授業  

14 木  朝読書 ダンスクラブ発表（昼休み） ○  

15 金  
クラブ活動    

ストーリークラブ発表（昼休み）  
 

16 土    

17 日    

18 月  5時間授業 校内美化活動   

19 火  
１～3年 4時間授業  4～6年 6時間授業  

卒業式予行（4～6年）  
〇  

20 水  春分の日   

21 木  給食終   〇  

22 金  
Ｂ時程 4時間授業  下校 12:10頃  

修了式  安全指導  
 

23 土    

24 日    

25 月  

第 69回卒業式  10時開式  

※4,5年は登校します。  

（◆1～3年はこの日より春季休業）  

 

26 火  春季休業日始   

    

4/5 金  春季休業日終  新 6年登校  前日準備   

6 土    

7 日    

8 月  始業式  入学式（2年 ,6年参加）  B時程   

9 火  
2～6年 4時間授業（1年生は3時間授業）   

安全指導  
 

※３月は予告なしの避難訓練を行います  

生活目標：進んで働こう  

保健目標：健康生活の反省をしよう  

給食目標：感謝して食べよう  

今後の行事予定等に変更がありうることをご承知おきください。 

令和６年度  

【３．１１のⅩ（旧ツイッター）「元気が出る１００のつぶやき」から】（抜粋） 

≪ラーメン≫ 自宅は流されて自分は避難所にいるのに、店が大丈夫だ

ったからって無料でラーメンをふるまっているラーメン屋さん…日本っ

てこんなに皆温かい…日本に生まれたことを誇りに思う。 

≪ディズニーランドでの出来事≫ ディズニーランドでは、ショップのお

菓子なども配給された。ちょっと派手目な女子高生たちが必要以上にた

くさんもらってて「何だ？」って一瞬思ったけど、その後その子たち

が、避難所の子供たちにお菓子を配っていたところを見て感動。子供連

れは動けない状況だったから、本当にありがたい心配りだった。 


